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弁部の寸法
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各モ ー ドに対応する刺激係数

鳥 図

モ ー ド 固 有 周 期
刺 激 係 数
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代表的振動モ ー ド図

振動モ ー ド図は， 3次モ ー ドまでを代表とし， 各質点の変位の相対量・方向を破線で図

示し， 次ペー ジ以降に示す。
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代表的振動モ ー ド図

振動モ ー ド図は， 3次モ ー ドまでを代表とし， 各質点の変位の相対量・方向を破線で図

示し， 次ペー ジ以降に示す。
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代表モデルの選定結果及び全モデルの評価結果（クラス１範囲）

代表モデルの選定結果及び全モデルの評価結果（クラス２範囲）

注記＊：ⅢＡＳの一次＋二次応力の許容値はⅣＡＳと同様であることから，地震荷重が大きいⅣＡＳの一次＋二次応力裕度最小を代表とする。

　　　　ⅣＡＳの計算応力は，ⅤＡＳとⅣＡＳの大きい方を記載している。

4.2.4　代表モデルの選定結果及び全モデルの評価結果

　　　 代表モデルは各モデルの最大応力点の応力と裕度を算出し，応力分類毎に裕度最小のモデルを選定して鳥瞰図，計算条件及び評価結果 

　　 を記載している。下表に，代表モデルの選定結果及び全モデルの評価結果を示す。 




